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Ⅰ．【水産食料品製造業】関連資料

【日本標準産業分類・平成２１年工業統計（従業員４人以上）】

小
分
類

細分類 事業所数
製造品出荷額
（百万円）

主要な製品

水産缶詰･瓶詰製造業 111 129,717 ツナ缶、サバ缶、イワシ缶等

海藻加工業 885 319,062 寒天、のり製品、味付けめかぶ・もずく等

水産練製品製造業 946 457,918 蒲鉾、竹輪、揚げ蒲鉾、魚肉ソーセージ等

塩干・塩蔵品製造業 657 263,227 アジ開き、イワシ丸干し、干しシシャモ、塩サバ、塩サケ等

冷凍水産物製造業 484 371,341 水産物の冷凍品(丸）（生鮮・加工・餌料・輸出向）

冷凍水産食品製造業 918 620,438 水産物を原料として前処理を施した冷凍水産食品・冷凍調
理品

その他の水産食料品製造業 2,963 1,061,378

上記以外の水産食料品で、素干し(干しするめ他）、煮干し
(しらす干し他）、くん製（スモークサーモン他）、節類（鰹節
他）、塩辛（イカ塩辛他）、佃煮（こうなご佃煮他）、水産漬物
（しめ鯖他）、調味加工品（みりん干し他）等

合計 6,964 3,223,081

水
産
食
料
品
製
造
業

『従業員数３人以下を含めた水産食料品製造業の総事業所数は、約１万と推定されこの内の１/３が当会の傘下加工業者である。』
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Ⅲ．【水産食料品製造業】関連資料
１．水産製品の加工歩留り率（％）

ラウンド（丸）
セミドレス（頭付、
エラ･ハラ抜き）

ドレス（頭・エラ･
ハラ抜き）

フィレ（３枚おろし、
頭、エラ･ハラ・中
骨･尾びれ抜き）

セミドレス（頭付、
エラ･ハラ抜き）他

フィレ（３枚おろし、頭、エラ･
ハラ・中骨･尾びれ抜き）他

カツオ類 100 ― ７０－７５ ６０－７０ ⇒ ― ３０－４０（かつお節）

マグロ類 100 ― ７０－７５ ５０－５５ ⇒ ― ４５－５０（切り身）

サケ類 100 ８５－９０ ７０－７５ ６０－６５ ⇒ １０－１５（荒巻） ３５－４０（定塩フィレ）

サバ 100 ８５－９０ ７０－７５ ６０－６５ ⇒ １０－１５（青切り） ３５－４０（定塩フィレ）

アジ 100 ８０－８５ ５５－６０ ４５－５０ ⇒ １５－２０（開き） ５０－５５（調味）

イワシ 100 ８０－８５ ６０－６５ ４５－５０ ⇒ ０－５（丸干し） ４５－５０（みりん干し）

ホッケ 100 ８５－９０ ６５－７０ ４５－５０ ⇒ １０－１５（開き） ３０－３５（センターカット）

マダラ 100 ８０－８５ ６０－６５ ４５－５０ ⇒ ― ５０－５５（塩蔵３枚おろし）

ラウンド（丸） 胴（耳付） 足 軟骨

マイカ 100 ４０－５０ １５－２０ ３－５ ⇒

３．残滓の再利用（用途）

頭部 食用等：有効成分の抽出（EPA，DHA，キトサン、カルシウム等）、酒盗、ダシ、中骨缶詰等

中骨等 餌料：冷凍餌料、魚粉等

内臓等 肥料：魚かす等

２．利用部位による残滓発生率（％）

胴（耳付）、足、軟骨

２５－３５（干しするめ）

- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -




